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自転車活用状況調査のとりまとめ  

１．調査概要                                                    

 

（１）目的 

「石岡市りんりんタウン構想」の策定に向けて，本市における自転車の利用状況，交通ルールの

認知度，サイクルツーリズムの状況等を把握するため，アンケート調査を実施した。 

 

（２）調査結果      

 ＜実施概要＞ 

項目 ① 市民アンケート調査 ② サイクリストアンケート調査 
③小・中学生

アンケート調査 
合計 

調査 

対象 
18歳以上 

市内 

公立高校 

（１年生） 

本市でサイクリングを 

している人 

石岡地区・八

郷地区の各２

校 

（小５・中２） 

 

主な調査 

項目 

・属性 

・自転車の保有と利用の利用理由  

・自転車利用について 

・自転車の利用環境 

・交通ルールの遵守状況 

・属性 

・自転車の保有と利用の利用理由 

・自転車利用について 

・自転車の利用環境 

・交通ルールの遵守状況 

・走行ルートやイベント参加意欲 

交通ルール 

のクイズ 
 

調査 

方法 
郵送配布・回収 

直接配布・ 

回収 

直接配布・回収 

（H30/７/14,21実施） 

直接配布・ 

回収 
 

配布数 1,900 682 72 495 3,149 

回収数 

(回収率) 

595 

（31.3％） 

472 

（69.2％） 

72 

（100％） 

482 

（97.3％） 
 

 

 

アンケート対象者と配布数の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民アンケート調査 
②サイクリストアンケート調査 

（72名） 
高校生 

＜16～18歳＞ 

（682名） 

生産年齢層 

＜18～64歳＞

（1,520名） 

高齢者 

＜65歳～＞ 

（380名） 
③小・中学生アンケート調査 

（495名） 

 資料２  
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①市民アンケート調査  

 

 

②サイクリストアンケート調査 

 

 

③小・中学生アンケート調査 

 

［市民アンケート調査（595名集計）］ 
〇 平日，休日とも自転車をほとんど利用しない方は約 75％であるが，自由に使える自転車を所有
していない人は約 30％程度である。自転車は保有しているが，日常的に自転車は利用しないとい
う生活スタイルとなっているといえる。 

〇 自転車利用の目的は，平日，休日とも通勤・買い物が多くを占めるものの，サイクリングやレ
ジャーで利用する人は利用者のうち３～４割である。 

〇 平日よりも休日の自転車利用時間・距離が長い傾向にあるが，休日でも往復５km未満が約 75％
を占める。 

○ 自転車を利用する方は，手軽で早く移動できることや健康・運動を理由に挙げている。利用し
ない方は，移動距離が長いことや車の運転中に自転車が危ないと感じることを理由に挙げている。 

〇 自転車利用環境に求められているものは，走行環境（自転車道・路面整備など）の充実となっ
ている。また，ルール認知やマナーの向上も挙げられている。 

〇 自転車保険加入率は 30％程度であり，未加入で今後も加入するつもりがない方が 40％以上にも
のぼる。 

 
［高校生アンケート調査（472 名）］ 
〇 平日にほぼ毎日自転車を利用する方は約５割であり，通学のために日常的に自転車を利用して
いる高校生は約８割を超える。休日の利用では，休日の度に利用する方が２割いる。 

〇 通学時には往復で 30分以上の利用が約４割であり，１時間以上の利用も約１割を占める。 
〇 自転車を利用しない方は，多くが自転車では移動距離が長いことを理由に挙げているが，自転
車走行中に危ないと感じていることを理由に挙げている方もいる。 

〇 自転車利用環境に求められているものは，走行環境（自転車道・路面整備など）の充実となっ
ている。また，駐輪場の整備も挙げられている。 

〇 交通ルールを守らない理由は，危険を感じない，危険を感じるが面倒であることが挙げられて
いるが，その交通ルールを知らなかったという理由が最も多い。 

○ 自転車保険加入率は 60％程度であり，未加入で今後も加入するつもりがない方が 20%を占める。 

 

〇 アンケート対象者は，茨城県内が約 75％，その他は千葉県，東京都である。なお，石岡市内の居
住者は２名であり，ほとんどが市外のサイクリストである。 

〇 周辺への訪問は，約９割がリピーターであり，その訪問理由は競技レースやヒルクライムの練習
が多くを占めている。 

〇 走行距離は 60km以上が約 70％，100km 以上も約 20％と長距離のサイクリングを楽しんでいる。 
〇 サイクリングの満足度は高く，走りやすさよりもコースに対しての満足度が高くなっている。 
〇 お土産の購入者は少なく，また，食事もしない方やコンビニエンスストアで済ませている方が多
い。 

〇 サイクリング環境に求められているものは，サイクルステーション・駐輪スペースの充実や走行
環境（自転車道・路面整備など）の充実となっている。また，ルール，マナーの向上も比較的高
い。 

〇 イベントに参加している方も多く，開催時期については５月，10 月の要望が高い。 

○ 概ね８割以上の正解率となっており，基本的なルールについて認知されている。 
○ 歩道と車道の区別があるところは，車道の左側を走ることが原則であるが，必ずしもではないこ
とから 39％の正解率となっている。 

〇 13 歳未満のヘルメットの着用努力義務については 58％の正解率となっている。 



ルート別の訪問者数
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1
平沢寛衙遺跡
      5.0

3
やさと温泉
ゆりの郷 
   3.7

2
トムソーヤ
   4.051

セイコーマート
    郷 幡店
       3.7

5
不動峠
  3.8

9

つつじが丘
   4.0

3辻パーキング
          3.32

筑波 学
   2.5

1
 北条 池
      5.0

2
  4.5

1
ファミリーマート
    岡 浜店
       3.0

1 やさとブルーべリー
ファーム 
  5.0

1 Forno a legna Panezza
（イタリアパン）   5.0

朝 峠展望台
   4.0 1

 寄りポイントの訪問者数とその満 度

  1~4     5~9 10 以上
■ ち寄りポイントの訪問者数

■ ち寄りポイントの満 度
  数字 ：訪問者の満 度平均

訪問者数

<サイクリストアンケート調査　-ルート別の訪問者数->

　※ルートが把握できる回答のみ記載
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・ との接触の危険性が
 くて怖い。
・ 線の分離帯があるため、
 と 転 の距離が近い。

・舗装してほしい

不動峠
 舗装悪い、草 が多い

フルーツライン
・道路端も舗装してほしい
・ナビマークが欲しい

朝 峠
速度抑制のための
段差が危ない

朝 トンネル
・ 道が狭い

・交通量が多い

・砂利道

・筑波 周辺に標識を
出してほしい
・ の速度が速すぎる

・グレーチングが
 はまっていない

・全体的に路 の状況が
良くない。

 返峠
 動販売機を置いてほしい

・ 道の舗装が良くなってほしい

・良くなってほしい

恋瀬川サイクリングコース
  良くなってほしい

・幅員を広くしてほしい

  環境が気になる 数

1 2 3 以上

4

3

・りんりんロードに出るまで、
  橋の 部は と通 場所が
  競合するため、危険と感じる

・ 道の舗装状態が悪く、
  歩道は草が茂っている

・舗装状況が悪い
・JRの下側を通 できるよう
  道路の整備を進めてほしい

v

<サイクリストアンケート調査　-走行環境が良くなってほしい場所->
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